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 授業研究は，数学教育学研究者 2 名（岩崎
浩：上越教育大学， Heinz Steinbring：
Universität Duisburg-Essen）と筆者を含む






○対象クラス：上越市内の中学校 1 年生 1 ク
ラス（41 名：男子 22 名，女子 19 名） 
○実施期間：2008 年 5 月中旬から 6 月上旬 







































 授業の様子は，計 4 台のビデオカメラで記
録した。1 台は授業全体の様子と教師の動き




































































































































































































































時 ①計算 ②記述 ③表現 ④情意 ⑤考え
１ 20 人 5 人 10 人 5 人 1 人
２ 6 人 4 人 19 人 10 人 2 人
３ 1 人 5 人 13 人 21 人 1 人
４ 6 人 3 人 15 人 15 人 1 人
５ 9 人 3 人 6 人 20 人 3 人
６ 9 人 7 人 12 人 11 人 2 人
７ 8 人 5 人 15 人 10 人 0 人
































































































時 いつも だから ふりかえり 
５ 発言しない 発言しよう また，発言することがで
きなかった 
６ 発言しない 発言する 発言することができた 
７ ミスる ノーミス 少し間違えてしまった 
 













① 達成していない 変更 
② 達成 変更 
③ 達成していない 変更なし 
④ 達成 変更なし 


















































































































体例【図 7～14.（ ）内は分類】をあげる。 
質問）自分が今日どんな考え方をしたか。また他の人や先生から学んだ考え方を書こう。
 
【図 7】 生徒Ｍの 1 時間目の記述（類推的） 
 
【図 8】 生徒Ｈの 2 時間目の記述（抽象化） 
 
【図 9】生徒Ｔ１の 3 時間目の記述（記号化） 
 
【図 10】生徒Ｔ２の 4 時間目の記述（態度） 
 
【図 11】 生徒Ｍの 5 時間目の記述（類推的） 
 
【図 12】 生徒Ｗの 6 時間目の記述（類推的） 
 
【図 13】 生徒Ｋの 7 時間目の記述（一般化） 
 















まとめる【表 4】【図 15(図 4 の考え方をまと
めてカウントしている)】と，授業研究の展開
【表 1】との関連も見えてきた。 
【表 4】 考え方を記述した人数 




方法 21 16 15 10 23 4 23 14 126
182態度 1 6 14 10 4 2 6 2 45
内容 0 1 0 0 0 0 0 10 11
その他 19 18 12 20 14 35 11 14 143 143
 






















































8 時間分の授業であったので，1 時間目から 2
時間目の変化，2 時間目から 3 時間目の変化・・・
という形でみると，1 人 7 回分分類することが
できる。その 7 回分のうち②③⑤が起こった回
数を調べ，起こった回数とその人数との関係を




【表 5】 自己評価表の有効活用回数と人数 
回数 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

















で，1 人 8 回分の「数学的な考え方」の項目
において，「数学の方法に関係する数学的な考
え方」を記述した回数と，その人数の関係を





回数 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０
人数 0 3 2 4 6 9 7 8 2
 
6.3.3.相関関係 
 この 2 つ項目（自己評価表を活用した回数
と人数，「数学の方法に関係した数学的な考え
方」を記述した回数と人数）との相関を【表










【表 7】 【表 5】と【表 6】の相関関係表 
 表 6 
表 5 
「数学的な考え方」(方法)の記述回数 










７  1  1 1  2 1 6
６    2 3 4  1 10
５  1 1 1 1 2 2  1 9
４  1 1  1 3 2 3 11
３       2 1 3
２       1 1
１      1  1
０        0
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